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らかの燃焼が行われたことが確かめられた。Ｘ線回折分析からは、燃焼温度が750℃以上1150℃未満で

あることが推定された。土壌薄片観察からは、被熱変色部において、Courty,et al（1989）に記載され

ているような被熱に伴う土壌のクラックなどの物理的変化が認められず、その発達もしくは遺存状態が

不良であることが認識された。また被熱変色部直上では、土坑底部付近で人為的撹乱が及んでいたこと

も示唆された。熱残留磁気分析では、被熱変色部において消磁後の残留磁化方向が大きくばらつくこと

が特徴であった。なお消磁後の残留磁化方向は、燃焼度すなわち焼かれた温度や時間に依存する（森永

ほか,1989）。土壌薄片観察結果からは、この消磁後の残留磁化方向のばらつきが、土坑底部付近の人為

的擾乱に基因すると解釈されるともに、土坑内での燃焼が繰り返し行われたり、長期間にわたるもので

ないことを傍証する結果と捉えられる。土坑埋土では、土坑底部の人為的擾乱層を直接覆って埋め戻し

土が累重することから、燃焼後、それほど放置されずに埋積されたと考えられる。
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（２）１区開析谷埋土の分析

１）試料採取地点

　試料採取地点の模式断面図を図６に示す。分析地点である開析谷内では、255堤防状遺構を覆う13世

紀以降の厚い谷埋めの砂礫層の累重が確認される。この砂礫層は明瞭な層状構造をなし、下部に極粗

粒砂、上部に細粒の細礫からなる層厚10㎝前後の逆級化層の積層をなす多重逆級化構造が観察される

（写真１・２）。このような層相は、白川扇状地に立地する京都大学構内遺跡において確認された、弥生

時代前期の水田を覆う砂質土石流堆積物と同様の構造を示す。砂質土石流堆積物については、上・中

流域での多数の土砂崩れとその土砂の集中流下によって形成される可能性が示唆されている（増田ほ

か,2001）。後述する花粉分析結果から、13世紀には津田遺跡の後背地の山地斜面で、二次林化およびハ

ゲ山化がある程度進行していたことが推定される。このことから、開析谷内での砂質土石流堆積物の累

重は、人間活動による遺跡後背の山地斜面のハゲ山化に伴う土砂流出形態の変化と関連する可能性が高

いと考えられる。現地での層相観察から、13世紀代の259水田は、洪水堆積物を母材として累層的に水
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田面が構築されており、氾濫のたびに水田を復旧するような耕作活動が行われていたことが認識される。

255堤防については、258・259水田を埋没させた砂礫および泥層を覆って形成されている。これらの開

析谷内で認められる人間活動は、上述した13世紀代以降の砂質土石流堆積物の累重に先立つ、谷内の土

砂流出量の増大への工学的対応の一端を示すものと解釈される。

２）珪藻分析

・近世の池状遺構

　１区南東隅部では、上層において近世の池状遺構が検出されている。ここでは、湖沼沼沢湿地指標種

群や沼沢湿地付着生種群の種数・割合ともに多く、湖沼等の水深のある止水域に生育する種類は少ない。

このことから、当時の水域環境として、比較的水深の浅い（１m以内）沼沢域であったと考えられる。また、

好清水性種や貧栄養の腐植酸性水域に生育する種群を含んでいたことから、弱酸性で水生植物の繁茂す

るような水域が想定され、有機排水が流れ込むなどの水質汚濁は進んでいなかったと思われる。

・水田面を覆う堆積土

　本層は化石の保存が悪く、生育環境を異にする珪藻化石が混在する「混合群集」（堀内ほか,1996）で

あることから、河川の氾濫などによって短期間に堆積した一過性の堆積物と考えられる。なお珪藻化石

の保存状態が悪いのは、好気的な土壌環境が維持されるような状況であったためと解釈される。

・259水田

　259水田のサンプル４（図11－16層）、５（図11－18層）からは、湖沼沼沢湿地指標種群の

Aulacoseira ambiguaが多産し、沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種や止水性種が産出する。また

汚濁耐性の点では、広域適応性種や好汚濁性種が産出する。このような珪藻化石群集からは、当該期に

開析谷底で相対的水位が高く、湿潤で閉鎖的な古水文環境が推定される。水田放棄後に累積した泥層の

258水田のサンプル１（図11－２層）と２（図11－４層）で多産するRhopalodia gibberulaは、塩類が集

積しやすい沼沢地に検出されることが多い。また止水性で好酸性種のCymbella spiculaも多く産出する。

層相からサンプル１と２は、閉鎖的で小さな滞水域で累重したものと考えられ、珪藻化石群集と調和的
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である。

・西壁断面

　260流路埋土のサンプル９（図９－87層）は、水田耕作土の珪藻化石群集と異なり、中・下流性河川

指標種群を含む流水性種が多産する。このことから、溝の埋没過程においては、ある程度の「流れ」が

存在していたと考えられる。一方、水田耕作土であるサンプル８（図９－82層）は、259水田の耕作土

であるサンプル４・５と組成が類似し、古水文環境について前述したような状況が推定される。

３）花粉分析

　13世紀代の試料では、木本花粉でマツ属の割合が高い。マツは痩地でも育ち、成長が早いことから、

伐採地等に先駆的に侵入し、二次林を構成する。このようなマツの生態性とこれまでに明らかとなった

交野地域の植生史をふまえると、本分析で認められた13世紀代のマツ属花粉の多産からは、当該期に遺

跡後背地の山地斜面の森林域において、人間活動によるマツの二次林化が既にかなり進行していたこと

が確かめられる。本時期では、ツツジ科が多く産出することが特徴である。このような花粉化石群集は、

交野地域の沖積低地の花粉分析結果では認められていない。ツツジ科は、虫媒花で花粉生産量が低い。

現存植生におけるマツ二次林には、アセビ、ネジキなどのツツジ科植物を伴う。これらをふまえると、

ツツジ科の植物が調査区およびその近辺に生育していたとみられ、さらにマツ林についても遺跡の周囲

を取り囲むように迫っていたと思われる。優占するマツ属以外に認められるモミ属、ツガ属、コウヤマ

キ属、スギ属などの針葉樹や、ナラ類、カシ類、シイノキ属などについては、調査区から相対的に離れ

た場所になる周囲の山地斜面に生育していたと解釈される。

　調査区やその周辺では、開析谷内の水田などの水湿地に、ガマ属、スブタ属、ミズアオイ属、クンショ

ウモなどの草本類が生育していたと考えられる。さらに開析谷周囲の高燥地には、ヨモギ属や植物珪酸

体分析からネザサ節、ススキ属、シバ属といったイネ科草本がおもに分布していたと推定される。栽培

種としてはソバ属が検出されている。ソバ属花粉は虫媒花であり、花粉の飛散範囲が狭いことから、調

査区やその近辺で栽培されていた可能性が高い。

　近世には、13世紀代よりさらにマツ属花粉の割合が高くなり、それ以外の木本花粉の出現率や頻度が
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図８　主要花粉化石群集の層位分布
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より低下する。花粉分析結果と近世の大阪

湾から瀬戸内沿岸などでの山地・丘陵斜面

の景観史的研究をふまえると（水本,2003）、

遺跡背後の山地斜面では、ハゲ山や草地

ないし低木などからなる林分に乏しい植

生景観が広がっていたことと想定される。

池状遺構内には、スイレン属、フサモ属

などの水深数十センチ程度のところに生

育する水生植物や、沼沢域に普通に見ら

れるクンショウモの生育が見込まれる。

４）植物珪酸体分析

　259水田に先行する260流路では、栽培種

であるイネ属が検出されなかった。よって、この時期には、谷内で水田が存在していなかった可能性が

高い。259水田では、イネ属珪酸体が検出される。但し、イネ属機動細胞の含量は、300 ～ 700個/gと

少量であった。259水田については、水田を覆う洪水砂礫を母材として、上方への水田の再構築が観察

される。作土中のイネ属含量の低さは、上記のような水田構築過程により、作土中にイネ属珪酸体の蓄

積が進行しなかったためと推測される。
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第２節　306竪穴建物、44焼土坑の放射性炭素年代測定

1）はじめに

　大阪府津田遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代

測定を行った。目的は、306竪穴建物と44焼土坑の年代を明らかにすることである。

　試料の調製は廣田正史、瀬谷　熏、Zaur Lomtatidze、Ineza Jorjolianiが行い、測定は小林紘一、丹

生越子、伊藤　茂が行なった。本文は伊藤、中村賢太郎が作成した。なお、試料の樹種同定は藤根、中

村が行なった。

2）試料と方法

　測定試料の情報、調製データは表１のとおりである。試料は、306竪穴建物と44焼土坑より検出され

た炭化材各３点、計６点である。試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS：

NEC製 1.5SDH）を用いて測定した。得られた14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C

年代、暦年代を算出した。

3）結果

　表２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年

表 1　測定試料及び処理

理処前ターデ料試ターデ跡遺号番定測

PLD-9095

調査区：2-3区
位置：10K-3c
遺構：306竪穴建物
試料No.：炭化材サンプルNo.1

試料の種類：炭化材(シイノキ属)
試料の性状：部位不明,4年輪分
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩
酸:1.2N,水酸化ナトリウ
ム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス

PLD-9096

調査区：2-3区
位置：10K-3c
遺構：306竪穴建物
試料No.：炭化材サンプルNo.2

試料の種類：炭化材(シイノキ属)
試料の性状：部位不明,6年輪分
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩
酸:1.2N,水酸化ナトリウ
ム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス

PLD-9097

調査区：2-3区
位置：10K-3c
遺構：306竪穴建物
試料No.：炭化材サンプルNo.3

試料の種類：炭化材(アカガシ亜属)
試料の性状：部位不明,年輪数不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩
酸:1.2N,水酸化ナトリウ
ム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス

PLD-9098

調査区：7-2区
位置：11L-6d
遺構：44焼土坑
試料No.：No.645③

試料の種類：炭化材
試料の性状：部位不明,年輪数不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩
酸:1.2N,水酸化ナトリウ
ム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス

PLD-9099

調査区：7-2区
位置：11L-6d
遺構：44焼土坑
試料No.：No.645②

試料の種類：炭化材
試料の性状：部位不明,年輪数不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩
酸:1.2N,水酸化ナトリウ
ム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス

PLD-9100

調査区：7-2区
位置：11L-6d
遺構：44焼土坑
試料No.：No.645③

試料の種類：炭化材
試料の性状：部位不明,年輪数不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩
酸:1.2N,水酸化ナトリウ
ム:0.5N,塩酸:1.2N)
サルフィックス
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較正に用いた年代値、慣用に従って年代値、誤差を丸めて表示した14C年代、14C年代を暦年代に較正した

年代範囲を、図10に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は年代値、誤差を丸めてい

ない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

　14Ｃ年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、14C

の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（±1σ）は、測定の統

計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.2％であ

ることを示すものである。なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

　暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Ｃの半減期5730±40年）

を較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。

Atmospheric data from Reimer et al (2004);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]
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PLD-9095 : 2246±25BP

  68.2% probability
    390BC (24.1%) 350BC
    290BC (44.1%) 230BC
  95.4% probability
    390BC (30.7%) 340BC
    320BC (64.7%) 200BC

Atmospheric data from Reimer et al (2004);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]
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PLD-9096 : 2223±25BP

  68.2% probability
    370BC ( 8.4%) 350BC
    300BC (59.8%) 200BC
  95.4% probability
    390BC (19.6%) 340BC
    330BC (75.8%) 200BC

Atmospheric data from Reimer et al (2004);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]

500CalBC 400CalBC 300CalBC 200CalBC 100CalBCCalBC/CalAD100CalAD
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PLD-9097 : 2221±25BP

  68.2% probability
    370BC ( 8.1%) 340BC
    310BC (60.1%) 200BC
  95.4% probability
    380BC (95.4%) 200BC

Atmospheric data from Reimer et al (2004);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]
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PLD-9098 : 1483±24BP

  68.2% probability
    555AD (68.2%) 610AD
  95.4% probability
    540AD (95.4%) 635AD

Atmospheric data from Reimer et al (2004);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]
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PLD-9099 : 1489±24BP

  68.2% probability
    555AD (68.2%) 605AD
  95.4% probability
    540AD (95.4%) 635AD

Atmospheric data from Reimer et al (2004);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]

300CalAD 400CalAD 500CalAD 600CalAD 700CalAD 800CalAD

Calibrated date

 1200BP

 1300BP

 1400BP

 1500BP

 1600BP

 1700BP

R
ad

io
ca

rb
on

 d
et

er
m

in
at

io
n

PLD-9100 : 1453±23BP

  68.2% probability
    595AD (68.2%) 640AD
  95.4% probability
    565AD (95.4%) 650AD

図 10　暦年較正結果
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　14Ｃ年代の暦年較正にはOxCal3.10（較正曲線データ：INTCAL04）を使用した。なお、1σ暦年代範囲は、

OxCalの確率法を使用して算出された、14C年代誤差に相当する68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同

様に2σ暦年代範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦

年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14Ｃ年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較

正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で

示してある。

4）考察

　試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。以下、2σ暦年代範囲に着目して、遺

構ごとに試料の年代を整理する。2σ暦年代範囲は、95.4％の確率で年代がこの範囲に収まることを意

味する。

　306竪穴建物より検出された試料の2σ暦年代範囲は、PLD-9095が320-200calBC（64.7％）および

390-340calBC（30.7％）、PLD-9096が330-200calBC（75.8％）および390-340calBC（19.6％）、PLD-9097

が380-200calBC（95.4％）であった。これらの結果から、306竪穴建物の年代は、紀元前4世紀前半から

3世紀末の年代範囲に収まると考えられ、小林・春成（2006）に照らすと弥生時代中期に相当する。

　44焼土坑より検出された試料の2σ暦年代範囲は、PLD-9098が540-635calAD（95.4％）、PLD-9099が

540-635calAD（95.4％）、PLD-9100が565-650calAD（95.4％）であった。これらの結果から、44焼土坑

の年代は、6世紀中頃から7世紀中頃の年代範囲に収まると考えられる。

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-9095
遺構：306竪穴建物

-23.97±0.22 2246±25 2245±25
390BC(24.1%)350BC
290BC(44.1%)230BC

390BC(30.7%)340BC
320BC(64.7%)200BC

PLD-9096
遺構：306竪穴建物

-24.63±0.19 2223±25 2225±25
370BC( 8.4%)350BC
300BC(59.8%)200BC

390BC(19.6%)340BC
330BC(75.8%)200BC

PLD-9097
遺構：306竪穴建物

-25.89±0.20 2221±25 2220±25
370BC( 8.1%)340BC
310BC(60.1%)200BC

380BC(95.4%)200BC

PLD-9098
遺構：44焼土坑

-24.53±0.21 1483±24 1485±25 555AD(68.2%)610AD 540AD(95.4%)635AD

PLD-9099
遺構：44焼土坑

-28.73±0.18 1489±24 1490±25 555AD(68.2%)605AD 540AD(95.4%)635AD

PLD-9100
遺構：44焼土坑

-24.68±0.19 1453±23 1455±25 595AD(68.2%)640AD 565AD(95.4%)650AD

14C年代を暦年代に較正した年代範囲
測定番号 δ13C

（‰）
暦年較正用年代
(��BP±1σ)

14C 年代
（��BP±1σ）

表２　放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果
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1 6－2区出土弥生土器

2 2区、6－2区出土弥生土器
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土師器、須恵器、瓦器
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土師器、瓦器、青磁、白磁
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物
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1 石鏃

2 石匙、スクレイパー、楔形石器、剥片
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1 砥石

3 軒平瓦 4 壁土

2 石皿
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書名 津田遺跡

副書名 一般国道１号バイパス（大阪北道路）・第二京阪道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

シリーズ名 （財）大阪府文化財センター調査報告書

シリーズ番号 第175集

編著者名 南　孝雄　松岡淳平　和田大作　

編集機関 （財）大阪府文化財センター

所在地 〒590－0105　大阪府堺市南区竹城台３丁21番４号　℡072－299－8791

発行年月日 2008年３月31日　　

ふりがな ふりがな コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
所収遺跡名 所在地 市町村

遺跡

番号

津
つ だ い せ き

田遺跡
枚
ひらかたしつだみなみまち

方市津田南町１丁
目地先

　　　

27210 63

34°

48′

６″

135°

42′

41″

平成17年12月21日

～ 平成19年３月30日
7,881㎡

一般国道 1号バ
イパス（大阪北
道路）・第二京
阪道路建設

所収遺跡名 種別 主な時期 主な遺構 主な遺物 特記事項

津田遺跡 集落

縄文時代
押型文土器・船元式土

器・石器
弥生時代の焼失住居を含む

竪穴建物３棟を検出した。

また、中世の水田及び居館

と考えられる溝と柵により

区画された掘立柱建物を検

出した。　

弥生時代 竪穴建物 弥生土器・石器

奈良時代 竪穴建物・土坑 土師器・須恵器・砥石

鎌倉～室町時代

掘立柱建物跡・柵・

溝・土坑・流路・堤

防遺構・水田

土師器・瓦器・輸入陶

磁器・瓦質土器・瓦

室町時代 水田・井戸
土師器・陶磁器・輸入

陶磁器

要約
弥生時代中期前葉の山裾に位置する小規模集落を検出した。また、中世の居館、堤防遺構などを検出し
た。
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